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改ヰと中寸企業H中小企業季報H大阪経済大学中小企業経営研)1973年， No 2. 1-8へー ジ，ノ

















¥、No3， 16-27ベージ，門脇延行「ハンガリーの企業内管理組織改革J ~彦根論叢j (滋賀大学〉第
220号昭和58午5月， M.A且epH6町"。品lmop却 "U3叫 uunpOAU>lUl.llOH1tOCmU 8 cmpa/ιa，ピ
C3B， M.， 1982.， CTp. 101-102がある。
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よう。 努 生産の専「引七，ならびに品種および部門数の減少は， 小単位。大単位への接合左
いうかたちで生産のより大きな生中をもたらす。 3 生産専rl1cプログラムにおいて，・畠蔭会
圭の問題が基本的位躍を占めな吋ればならないJ(0 ランゲ葱酷岡重成訳「政治経済宇と社
会主主民」昭和49年， 192ページ， 皆点は口ー ランゲによる〉。 このようにランゲは「分散化」と
「集中化」と国際分業を示唆している。なお，国際分業については本稿では捨象する。また，こ
の[分散化」と「集中化」を理論化したものに， A トフラー ，槽山二郎監修j 鈴木健次他訳『第
三の波』日本放送出版協会，昭昨日目年， 369'-380ヘー ジ，池上惇『管理経済論』有斐閣， 1984年，
127-130ベジがある。
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シ。
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服しようというわけであるJ (清成忠男『中小企業読本』昭和58年I 53ベ ジ〉。
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たとえば，白動車工業企業ジノレ (311λ3aBOJ1， HM. JIrrXal.JeBa) 1のはそ月クワ
市にある生産合同である。シルは60年代前半までは 1つの企業(工場〉内部に
部品生産を含む万能型で 1人当りの加工額などの指標からみて実績はかんば
17) 旧日 Cy60出回礼 Pa38UmueOd'o8ヲaHeHUa8 npO.MbltuJleH1IQCmU， M.， 1977.， CTp. 101. 
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1I Jlp.， {3KO) 1982， M 10， CTp阻 69，a日且yHaeB，口606w;ecm8/lef-lUeeα{ua.luCmU'leCKOZO 
npOl(380δcmoa， M" 1980，などを参照しアゐ
現代ソ連に日ける中4、企業D機能 (543) 37 
し〈なかったが，現在，高い経済指標を達成しているといわれる。その要因は，
支社企業を含んだ lつのネットワークの形成にある。この支社企業は， 1958年
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21) B. B. J1aoTeB， npa808oe nO/lO:JICeHUe npO.MbiUl/leHHbiX U npou3oodcmoelulolx 06'"6e 
θUFteI-tUU. M.， 1978.， CTp. 238. 
22) E. A. [locneJJOBa， Cne~Ua /lU3a4Ufl npO.MMUlMJiftocmU u pa38umae .Me:J/CompaC/le6blX 


























23) CM. (CoBercl{aJ'! Pocc担)， 6中eBpam:(1983 r.， p， E.J1e旧日Hep，Cnequa.lu3aquH npou38 
odcm8eHHblX o6'beduF-teHull. M.， 1976.， CTp. 14 
























24) A.且blHK自民f'.Ko可eτ'KOB，Ynpa8.1le，.me "pymtbl.MU npO.MblU/.IZeUH.bl.MU npednpUflmUH.MU， 
























工業化をよぎなくされた時期である。この時期の企業を分析して， r. 1 サン
ポノレスキー (r.1. CaM6opCKHii)は 1・基本投資手段が限られていたため，
27) 3'日且yHaeB，YKa3. C(吃.CTp. 68-G9 
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31) r. 1. CaMd叩CK"凡 Cnequa.lU3al{URnpol.日8odcm8a8 YC.;108U5lX HaYl{，H，O-meXH，U吃eCl(oii
pe80岬叩u，M.， 1973.， C'rp. 82. (傍点は筆者〕
32) 安平哲二「ソピエト機械工業における生産技術選択J~ソ連経済と機械工業』機械振興協会経
済研究所，昭和4C年.'7抽へー ジ。























33) 部門の rw区分け』は対外連闘を最小にするという原則でやらねばなりません。つまりj その
部門に含める企業にかかわる連関わうち，できるだ付多くが部門の内部にとどまるようにし，最
小限必要な連関だけが『外部へ』でるようにするのです。それでこそ， ほんとうの部門です」
V.クルジコフ， V モイ孟フ，前掲富， 35へ ジ。
34) 10. B. Cy6叫即位， Pa38l{mu，e...， CTp. 139-14白 3.n 且YHaeB，YFCaa.回ゼ， 0叩 138-139
35) TaM me， CTp. 139-140 
.36) CM. {CoBeTCKaH POCCIUJ)， 6中田pa四 1983r. 

























37) CM旧 B.Cyoou副首，Ka1C UCnO.Jl1>300amb npeuMy叩 'cm8a" (3KO) 1983，抽 3，C中
17-37 
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39) B. B. JIameB， X03fluCm8eflHbtl1 ðo~o(Jop fCaIC uHcmpy.MeHm n./laHUp08aHuH， (OKO) 
1983， N2 4， CTp. 35 
40) 今日の産業部門レベルの問題比拙稿「ソ連邦における部門別管理の現状と課題J.~社会主義
経済研究』第3号1984年9月I 80-89へー ジ，を参照されたい。
現代ソ連における中小企業の機能 (551) 45 
硬直的な計画 γステムを生み出す。 I高価であって，品質が悪〈てもかまわな






















41) A. 1巳TpuCb出"， P叫 AuCmUttecKoe，060Cf(，otJaH1iOe nped.lo前四ue，(KOMMyHMCT) 1983. 5， 
抽 8，CTp. 100. 
42) E. A. l1ocneJlOB8， iY'f(a3. co弔， CTp. 4~(-52 
43) CM. (口戸田a)，8足時.6卯 1982r.， (白BeTCKaHPoc即時， 6中e即 aJUl1983 r 
44) A. DeTpocbHHU. Y1Ca3. CO句， 100-101 この動きはハンガリー でもみられる。門脇延行「ハン
ガl!-J岩田昌征編『ソ連東欧経済事情』昭和58年>200-203ベ ジを参R声。

























45) CM. ECAU o6oeau1lUmb ycu.IlUJl ompac./lefi U .MeCmflbl.x op却 fl08.(3KO) 1979，抽 9，CTp. 
36-49，且.M町 HJIeBCKH抗.lleH.mpa./lu3al.JuJl U ICOftu，eHmp町伊flnpou38odcmua-oa:JfCHbte 
yc必08Ufln08bluteHUJl artttelCmUBftOCmu pe.MOHm1tblX pa6om， (CoUllaJIHC'I山eCKH抗TPYA)
1979， N2 3， CTp. 67-69 
現代ソ連における中小企業。機能 (553) 47 
企業規模別要員(カードル〕労働者の流動性"
労働者数〔人〉 い973年 r1時 1975年|詩聞の z-r 
250以下 34.5% I 42.7% I 43.3怒 40.2% 1 1-2 
251- 500 26.5 27.0 27.1 26.9 2-3 
501-1，000 21.8 22.4 21.0 21.7 3-5 
1，001-2，000 19.9 21.3 21.4 20.9 4-7 
2，001-5，000 15.9 18.1 18.1 17.4 6-8 
5，001-10，000 12.9 15.2 12，9 13.7 9-12 
10，001 以上 7¥ 8.4 8.1 7.9 I 12-15 
[住J1) 流動性は解雇や布望退職により企業から労働帯が離職する比率をさす。
2~ 皆働者に与えられるさまざまなサーピス白種類の件数。
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現代ソ連における中小企業の機能 (555) 49 
よってその問題を解決すべきであるという認識にたって，企業規模と効率につ
いて論じられている。




















47) 1. r. WUJllIH， Y'CO，3. co弘， CTp. 112 141 
48) ν リンに対して，発達した社会主義との関連がない，個々の企業の最適化に目をむけて』部
門，地瞳などは十分に述べられ ζいないとL、った批判がある。 B.Ba抗日me抗H，OH-enpaou.fl日 oa
mpa1Cm08fa OnmU.MU3au，u.u pa3.Mep08 npednpuJlmUJl， (BOnpocbl 3KOHOM臨時 1974.地 6.
口事 125-129
49) CM. 5I. 6. Kaa山a，Y1CQ3. C.凹.CTp. 49-57， 1I.n:p.かれの論文を邦訳紹介したものに，平竹伝
三「ソ連における『小企業育成論jJW貿易クレームと仲裁』第14巻第四号1967年10月， 1-6へ
ージがある。なお，クワシャは小企業を協同組合方式で組織し税制で調整する k述べている。
50 (556) 第136巻第5・6号
点や生産合同内部の生産単位をも視野に収めるなど，より総合的なアプローチ
が指摘されている点では評価できるように思われる。
本稿では中小企業の機能について分業論の視角から検討をおこなったが，そ
の帰趨を大きく左右するような条件の具体的な分析は今後の課題である。
(1984年12月稿〉
C付記1
本稿は，社会主義経済学会第24回大会(1984年6月8日， 日日，於大阪市立大学〉
で共通論題「社会主義経済における小規模生産・経営単位」についての報告の原手稿
を加筆・補正したものであξ。報告に際しては予定討論者である明治大学森章教授は
じめ諸先生方上 b貴重なご教示を賜わった。深〈感謝する次第である。
本稿脱稿以後，本稿IV節に触れた産業部門省νベノレでの管理機構の手直しがおこな
われた。 1985年10月から12月にかけて，省庁聞の調整等を目的とする「機械工業に関
するソ連邦閣僚会議ピι 一戸ーJ，i国家農工委員会J，i科学技術コンプレクス」が相
次いで設立されている。また，ザスデラ y (国家計画委員会〉の改組も予定吉れてい
る。これらの手直しは，目下のところ他の分野町改草を伴わない限定された政策であ
るが，その影響や結果は今後四検討課題である。
(1986年1月)
